
 １２－２  抜け穴伝説と小笠原牡丹ガイド 
  

１、松本城抜け穴伝説  

 
 松本城の抜け穴伝説は、昭和２５年からの解体復元工事の中で、土台支持柱

が腐ってしまったあとの穴ということが明らかとなり。残念ながら抜け穴伝説

のロマンは消え去ってしまいました。松本城の立地条件からみても、湿地地帯

であること、内堀・外堀・総堀の三重の堀の下を越えて城山に到達するという

工事は、当時の優れた土木工事を持ってしても至難のわざです。  
天守は、領主の力を示すシンボルとしてあることはよくいわれているところ

である。また、もし戦いが始まり、敵兵に囲まれ、城主を始め多くの武士と一

緒に戦うために籠城（ろうじよう：たてこもるの意）する時のものでもあると

もいわれている。本城が敵の手に落ちた時には、城主は城と共に討ち死にする

か、切腹するのが武士の美徳とされていた。しかし、奥方や子どもは、抜け穴

から城外へと落ちのがれて、家名を存続（子孫の継続）することを願う。この

ために抜け穴伝説が、松本城以外の多くの城にも伝わっているのではないかと  
思われる。  

 
 



２、小笠原牡丹  

 


